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⑧ ハ ッ ジ の 形 


ここ で は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 私 た ち に 明らか に し 
そし て その 教 友 (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に 命じ た と ころ の ハッ ジ に つい て 説明 し 
ます 。 





@ マッ カ に 滞在 中 の 者 、 あ る い は マッ カ 居 住 者 は 、 タ ケ ウ ァ 了 の 刀 「- ズー・ ア ル テ ヒ ッ 
ジャ 月 2 の 8 日 - の 正午 前 に グズ ス ノ 3 し 、 体 を きれ い に し 、 香 水 を つけ て か ら ハ ッ ジ の た 
め の ア ジー2* に 入る こと が スン プ 5 で す 。 イ フラ ー ム に 入る の は 居住 し て いる 、 あ る 
い は 滞在 し て いる その 場所 か ら で 、 そ の 際 に は 「 ハ ッ ジ の た め に あな た の 御 許 に 馳せ 参 
じ ま す 」 と 唱え ます 。 一 方 チラ ー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進行 する 巡礼 形式 ) か アフ 
ラー だ (ハッ ジ の み を 行う 巡礼 形式 ) を 行 お うと する 場合 は 、 イ ー ド の 日 - ズー・ ア ル 
ーー ヒ ッ ジ ャ 月 の 10 日 - に アル テア タフ の ジィ ス ヲ 6 の 投石 を する まで イフ ラー ム の 状態 
0 示 ま OO に まま 





























但 ハ ッ ジ に 臨む 者 は その 日 の 正午 前 、 多 ルケ ど を 唱え つつ ミ さ ナー に 向かい ます 。 そ し て 
そこ で 、 ズ ン ル (正午 過ぎ の 礼拝 ) と テス (午後 遅く の 礼拝 ) と マグ ク デ (日 没後 の 
礼 振 ) と アシ ィ ー ( 和 夜 の 礼拝 ) と ファ ジュ ア (夜明け 前 の 礼拝 ) を 短縮 の 形 9 で 、 ま と 
め ず に 10 集団 で 行い ます 。 そ し て その 晩 は ミナ ー で 過ごし ます 。 











@ ズー・ ア デル テ ヒッ ジャ 月 9 日 - アラ ファ の 日 - の 朝 を 迎え た ら 、 タ ルビ ヤ や タグ ど 一 
222 を 唱え つつ ミナ ー か ら ア ラフ ァ へ と 向かい ます 。 そ し て 正午 まで 、 ア ラフ ァ の 領域 
に 入る 手前 の 場所 に 位置 する ナミ ヲ !3 に 留まり ます 。 





















































1 訳者 注 :「 タ ルウ ィ ヤ 」 と は 元 来 、 水 の 供給 を 意味 し ます 。 と いう の も ヒジ ュ ラ 暦 8 日 に 赴く こと に な 
っ て いる ミ こ は 本 来 水 が な く 、 そ れ ゆ え に こ の 日 は 水 を ミナ ー に 運ぶ こと に な っ て いた か ら で す 。 
2 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の こと 。 
訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 
4 訳者 注 : 詳 し く は 「⑧③ イ フラ ー ム 」 の 項 を 参照 の こと 。 
5 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示 し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 
6 訳者 注 :・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 











ラ 暦 12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ルテニア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 
投石 する こと に な っ て いま す 。 








7 訳者 注 : 詳 し く は 「③ イ フラ ー ム 」 の 項 を 参照 の こと 。 
8 訳者 注 : マッ カ 東 部 に 位置 する 谷間 。 ズ ー・ ア ルー ニ ヒ ッ ジ ャ 月 の 8 日 、11 日 、12 日 、18 日 に は 実質 上 
ハッ ジ 巡 礼 者 の 宿営 地 と な り ま す 。 
9 訳者 注 : つま り 4 ラ クア の サラ ー を 2 ラク ア に 短縮 する こと 。 そ れ 以 外 の 数 の ラク ア は 短縮 され ず 、 そ 
の まま 行わ れ ま す 。 
10 訳者 注 : つ まり ズ フ ル と アス ル 、 あ る い は マグ リブ と イシ ャ ー を まとめ て 連続 し た 形 で は 行い ませ ん 。 
11 訳者 注 ・「 ア ラフ ァ 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 9 日 目 、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 た ち が 赴 く こ と を 義務 付け られ 
て いる マッ カ 近 郊 の 台地 。 こ の 日 この 地 で アッ ラー を 念じ 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈 り 、 犯 し た 罪 の 赦し を を 
事 は 、 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と い 2 う 言葉 が 示す 
り 、 ハ ッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 意味 合い を 持っ て いま す 。 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 鞍 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 PR 
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アラ ファ の 台地 の 区 域 : 





東部 は 、 ア ラフ ァ を 見 下ろ し て その 台地 を 囲む 形 で 連なる 山々 まで で 、 西 部 は ウラ ナ 財 
谷 の 手前 まで で す 。 北部 は ウラ ナ 峡 谷 と ワ ス ィ ー ク 峡谷 の 合流 地点 、 そ し て 南部 は ナミ ラ ・ 
モス ク か ら 南 に 約 1.5km の 地点 まで と され ます 。 














そし て 正午 過ぎ た ら 、 ア ラフ ァ へ と 向かい ます 。 ウ ラナ 峡谷 の 中 ほど の 場所 に ある ナミ 
ラ ・ モ スク で イマ ー ム が 説教 し ます が 、 そ れ が 終わ る と ズ フ ル (正午 過ぎ の 礼拝 ) の デ 
32 それ か ら ア ター マ 
(礼拝 開始 の 合図 ) が 告げ られ 、 イ マー ム に よっ て ズ フ ル と アス ル (午後 遅く の 礼拝) 
が 各々 2 ラク ア に 短縮 され 、 ま と め ら れ た 形 で 率い られ ます や 。 その 際 1 度 の アザ ー ン 
と 、2 度 の イカ ー マ に よっ て 2 つの 礼拝 が 行わ れる 形 と な り ま す 。 尚 、 も し イマ ー ム と 
共に ナミ ラ ・ モ スク で 礼拝 する の が 困難 な 場合 は 、 滞 在 し て いる 場所 で 同行 者 と 共に 2 
つの 礼拝 を 前 述 し た よう な 短縮 ・ ま と め た 形 で 行い ます 。 























礼拝 が 終わ っ た ら ラ フ マ 山 の 麓 を 目指 し て アラ ファ の 台地 へ と 向かい 、 ラ フ マ 山 が 自分 
RS 
その 際 、 山 を 幾ら か 自分 の 右側 に 行路 が 自分 の 正面 に 来る よう に し ます 。 そ し て 
凍 0 nm の ウロ 
や ドゥ み デー ( 新 願 )、 ア スズ ディ グン テー ん (アッ ラー に 罪 の 族 し を を うこ と ) や クル ゼ 
ヤ 、 多 ハー クノ 26 な ど に 専念 し ます 。 そ の 間 乗 り 物 に 乗っ て いて も 、 地 面 に 座っ て いて 
も 、 あ る い は 立っ て いて も 、 歩 っ て いて も 構い ませ ん 。 最 も 良い の は 、 本 人 が 最も 恐れ 
慎み 、 か つつ 専念 する こと の 出来 る 状態 で し ょ う 。 











こう し て クル アー ン と スン ナ に 記述 され た ドゥ アー (祈願 ) や 、 そ れ 以 外 の 好み の ドッ 
アー、 イタ ディ グン デール ん ^( ア ッ ラ ー に 人 罪 の 赦し を を りこ と) や ダグ どー ル Y、 ハウ 
ー ク 48、 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー へ の 讃 美 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) に 対す る 祈り な ど を 数 多く 唱え ます 。 ま た その 際 に 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー に 
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訳者 注 : ミナ ー か ら 見 て アラ ファ の 手前 に 位置 する 場所 の 名 で 、 ア ラフ ァ の 中 に は 入り ませ ん 。 








訳者 注 : 礼拝 を 呼び か ける 一 連 の 文句 の こと 。「 ア ッ ラ ー フ アク バル (?② 回 )、 ア ッ ラ ー フ アク バル 
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・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 


避 )、 ア シュ ハ ド ゥ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー (?》 回 )、 アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ 
ラス ー ル ッ ラ ー (2 回 )、 ハ イヤ ー アラ ッ サ ラー (②⑫ 回 )、 ハ イヤ ー アラ ルフ ァ ラ ー ハ (②⑫ 回 )、 ア 
フ アク バル (?》 回 )、 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー。」 

訳者 注 : アス ル を ズ フ ル の 時 間 帯 に 行う 、「 ジ ャ ム ア ァ ・ タ ク デ ィ ー ム (時 間 帯 が 互い に 隣接 し た 2 つの 
を 、 順 番 が 早い 方 の 礼拝 の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと )」 の 形 と な り ま す 。 

訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 
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訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 革 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
言葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対 象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 





























ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
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対し て へ りく だ り 、 か つ 願 い 事 を 即 叶 えて 欲し いと いう 熱意 と 封 押 き を も っ て 祈り ます 。 
そし て 太陽 が 沈む まで 、 こ の 状態 を 継続 し ます 。 











⑯ も し ラフ マ 山 付近 に 赴く こと が 困難 な よう で あれ ば 、 アラ ファ の どこ に 留まっ て 同様 の 
こと に 専念 し て も 問題 は あり ませ ん 。 ア ラフ ァ の 台地 は 、 ウ ラナ 中 心 部 を 除い た その 全 
て が 立ち 所 な の で すか ら 。 





@ アラ ファ に 立つ べき 時 間 : 


アラ ファ に 留まる べき 時 間 は 、 正 午 過 ぎ か ら 日 没 ま で で す 。 そ し て アラ ファ に 滝 在 し た 
と 見 な され る 最終 時 刻 は ズー・ ア ルー ニ ヒ ッ ジ ャ 月 10 日 の ファ ジュ ル 前 まで で あり 、 ゆ え に 
9 日 の 午前 中 、 ある い は 夜中 に アラ ファ に 入っ て も 問題 は あり ませ ん 。 但し スン ナ は 正午 過 
ぎ に ア ラフ ァ 入 りす る こと で す 。 ま た 夜中 に アラ ファ に 足 を 踏み 入れ た 者 は 、 例 え そ れ が 
一 上 通 だ け で あっ て も 、 そ れ だ け で アラ ファ の 行事 に 参加 し た と 見 な され ます 。 ま た 「 ア ラ 
ファ の 地 に 立つ 」 と いう こと は 文字 通り 両 の 足 で 立ち 通す こと で は な く 、 乗 り 物 の 上 で あ 
れ 、 あ る い は 地面 の 上 で あれ 、 そ の 地 に 滞在 する こと を 意味 し ます 。 そ し て 、 昼 間 ア ラフ 
ァ に 入っ て お き な が ら 日 没 前 に そこ を 立ち 去る の は 推奨 され た 行為 を 放棄 する こと で す が 、 
それ で ハッ ジ が 無効 と な っ た り 、 あ る い は 央 罪 が 義務 付け られ た りす る わけ で は あり ませ 
ん 。 



































ウル ワ ・ ブ ン ・ ム ダッ リス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が スズ ダン ファ 19 で ファ ジュ ル (夜明け 前 の 礼拝 ) を し よ 
うと し て いる と ころ に や っ て 来 ま し た … 中 略 … そ れ で 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 彼 に 言い まし た : 「 昼 間 で あろ うと 夜 で あろ うと アラ ファ に 立ち 、 そ れ か ら こ 
の 礼拝 を 私 た ちと 共に 行い 、 ま た ここ を 出発 する まで 私 た ちと 共に ここ に 滞在 し た 者 は 、 
実に ハッ ジ を 完遂 し 、 そ の 行 を 終え を た の で ある 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミ 
ズィー の 伝承 30) 














倫 そし て 日 没 を 迎え た ら 、 タ ルビ ヤ を 唱え な が ら ア ラフ ァ か ら ム ズ ダ リフ ァ へ と 一 斉 に 向 
か いま す 。 そ の 際 に は 静 下 さ を 保ち 、 自 ら や 乗り 物 で も っ て 人 々 を か き 分 けた り しない 
よう に し 、 空間 的 に そう する こと が 十分 な 余裕 が ある 時 だ け 歩 を 早め ます 。 そ し て ムズ 
ダリ ファ に 到着 し た ら 、1 つの アザ ー ン (礼拝 時 間 に 入 っ た こと を 告げ る 呼び か け ) と 
2 つの イカ ー マ (礼拝 開始 の 合図 ) で も っ て 、3 ラク ア の マグ リブ (本 来 は 日 没 直後 の 
礼拝 ) と 2 ラク ア の イシ ャ ー ( 夜 の 礼拝 ) を ジャ ス ア ・ タ アデ と ー グ 1 の 形 で 行い ます 。 
そし て その 晩 は そこ で 宿営 し 、 み ハッ ジュ /22 と ウ ァ ムタ 28 を 行い ます 。 
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者 注 ・「 ム ズ ダ リフ ァ 」 と は 、 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 9 日 の 夜 を 過ごす こと に な っ て いる マッ カ 近 郊 の 場 
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ミ 正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1950)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (891)。 文 章 は ア 
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ッ デ テテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 
21 訳者 注 : 時 間 帯 が 互い に 隣接 し た 2 つの 礼拝 を 、 順 番 が 遅い 方 の 礼拝 の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと 。 
22 訳者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 。 普 通 は 一 旦 寝 た 後 に 、 そ の た め に 深夜 に 起き 上 が っ て する 礼拝 の こ 
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ファ ジュ ル の 時 間 帯 に 入っ た ら 、 そ の 最初 の 時 間 帯 の まだ 周り が 暗い 内 に 、 ス ン ナ の 2 
ラク ア を し て か ら フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 を 行い ます 。 ファ ジュ ル を 終え た ら 現 在 の ムズ ダリ 
ファ ・ モ スク 周辺 に あたる 「 ア シル テマ シュ アル ・ ア クル シテ ハタ テース 」 へ と 赴き 、 キ ブラ に 
向かっ て 立ち な が ら 、 あ る い は 乗り 物 に 乗り な が ら 、 あ る い は 座り な が ら ア ッ ラ ー を ズ 
ィ ク ル ( 念 唱 ) し 、 タ ミー し 、 タ ハグ クール 565 し 、 久 クビ どー グ 26 し 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 

ドゥ アー ( 礎 願 ) し ます 。 そ し て 崇高 な る アッ ラー の 次 の 御 言葉 が 示す よう に 、 周 囲 が 
明る む 頃 まで この 状態 で いま す : 還 そし て あな た 方 が アラ ファ か ら 一 斉 に や っ て 来 た の 

な ら 、 ア ルー テマ シュ ンク アン シル ・ ア クル シル テハ テー ろ で アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) する の だ 。 
(クル アー ン 2 : 198) 














も し 「 ア ルケ テマ シュ アル ・ ア ルル テハ テー スム 」 に 赴く こと が 困難 で あっ て も ムズ ダリ ファ 
全体 が 立ち 所 と 見 な され ます か ら 、 その 場 で キ ブ ラ の 方 角 に 向かっ て ドゥ アー する よう 
に し ます 。 ま た 正当 な 理由 の ある 男女 、 及 び 弱 者 は その 同伴 者 ら と 共に 、 月 が 見 えな く 
な っ た 時 点 で 、 あ る い は 夜 の 大 半 が 経過 し た 時 点 で ムズ ダリ ファ を 去っ て ミナ ー へ と 向 
か うこ と が 出来 ます 。 そ し て 彼ら は ミナ ー に 到着 し た ら 、 ア ル テ ア みみ ババ の ジィ スラ 27 に 
投石 する こと が 可能 で す 。 




















それ 以外 の 巡礼 者 た ち は 、 太陽 が 昇る 前 に 静粛 さ を も っ て 、 ム ズ ダ リフ ァ か ら ミ ナー へ 
と 向かい ます 。 そし て ムズ ダリ ファ と ミナ ー の 中 間 地 点 に ある ム ハ ッ スィ ル 谷 に 差し 掛 
か っ た ら 、 石 が 転がる 位 の 速度 で も っ て 歩 を 、 あ る い は 乗り 物 を 速め ます 。 尚 、 ム ズ ダ 
790 ト へ 向かう 道中 で 7 個 の 小石 を 拾っ て お く こ と を 忘れ て は な り ま 
せん 。 道中 で は タル ビ ヤ や タク ビー ル を 唱え つつ 進み ます が 、 ア ルニア カバ の ジャ ムラ 
に 投石 する 前 に は タル ビ ヤ を 唱え る の を 止め ます 。 

















ミナ ー か ら 見 て 3 本 の ジャ ムラ の 内 最後 の それ に あたる アル テア カバ の ジャ ムラ に 到 

着 し た ら 、 既 に 太陽 が 時 っ て いる こと を 条件 に 、7 つの 小石 を 投石 し ます 。 そ の 際 ミ ナ 

ー が 自分 SD こ 来 る よう に し て 行い ます 。 そ し て 投石 の 際 に は 右手 を 
慌て で 遂げ ば る よう に バク グー ル す の の GU まま 














と を 言い ます 。 一 方 キャ ー ム ・ ア ッ ニ テラ イル (夜中 に する 任意 の サラ ー) は も っ と 広い 意味 で 用 いら れ 、 


夜 全般 に 渡っ て 行わ れる 任意 の 礼拝 全て を 指し ます 。 
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訳者 注 ・「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム アッ カ ダ (義務 で 








は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 の こと 。 
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表 さ れ ま す 。 
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め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
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訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 牙 美 が ある と 唱 念 す る こと 。「 ア ル テ ハ ム ド リ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代 








訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対 象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 




















・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 





訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 攻 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 

















訳者 注 ・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 





ラ 暦 12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ルテニア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 
投石 する こと に な っ て いま す 。 
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@ ジャ ムラ に 投げ る 小石 は 、 ヒ ヨコ 豆 や ヘー ゼル ナッ ツ の 実 程度 の 大 き さ で ある こと が ス 
ン ナ で す 。 大 き な 石 や 、 石 以外 の 何 か - サン ダル や 靴下 、 宝石 や 金属 類 な ど - を 投げ て 
は な り ま せん 。 ま た 投石 の み に 関わ ら ず 、 周 り の 人 を 押し の けた り し て 迷 惑 を か け て は 
いけ ませ ん 。 











@ そし て 投石 が 終わ っ た ら 、 用 マッ ム み (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) 

0 
ます よ 。 も も 邊 ら 居 衝 を 届 る 場合 に は 、 こう 中 えま す >1 ど スマ ッ ラ アー と どう シッ アー ンジ 
2 の 0 お いて 。 デッラ 
ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 の この 行い を お 受け 入れ 下さ い )。」 








アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) は 白地 に 黒 の 斑点 が ある 角 の 生え た 2 頭 の 雄 羊 を 、 自 ら の 手 で 層 り まし た 。 そ し 
て (その 際 に は ) アッ ラー の 御名 を 唱え 、 タ クビ ー ル し 、 足 を 首 の 片面 に 置き (押さ えつ 
け ) まし た 。 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 28) 











また 犠牲 の 肉 を 自ら 食し 、 そ の スー プ を 飲み 、 困 欠 者 に 施す こと は スン ナ で す 。 望 む な 
ら ば 、 そ の 肉 を 携帯 し て 持ち 帰る こと も 可能 で す 。 





@ 欄 竹 を 居 っ た 後 は 、 男 性 な ら ば 剃髪 する か 、 頭髪 を 切る か し ます が 、 髪 の 方 が より よ 
いと され ます 。 そ の 際 、 頭 部 の 右側 か ら 始 め る こと が スン ナ で す 。 一 方 女 性 は 、 指 の 第 
1 関節 ほど の 長 さ だ け 頭 髪 を 切る だ け に 留め ます 。 











アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラー よ 、 剃 髪 す る 者 た ち に ご 慈悲 を 。” 
( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 頭 髪 を 切る だ け に 留め る 者 た ちら に は ( ア 
ダー の で 和 直 を 2 る 29 て くれ が かい の で すか の か) で: 還 言 者 は ) 周 い まし だ) デック シー よ 、 
剃髪 する 者 た ち に ご 慈悲 を 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 頭 髪 を 切る 
だ け に 留め る 者 た ち に は (アッ ラー の ご 慈悲 を 和 を IN 
言い まし た : “アッ テー よ 、 剃 髪 す る 者 た ち に ご 慈悲 を 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “ 

ッ ラ ー の 使徒 よ 、 頭 髪 を 切る だ け に 留め る 者 た ち 間 の の 生 0 
い の で すか ) ?” ( 聞 言 者 は ) 言い まし た : “そし て 頭髪 を 切る だ け に 留め る 者 た ち に も (ご 
慈悲 を 垂れ た まえ )。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 29) 
































@ これ まで に 述べ た 事 を 全て 行え を ば 、 イ フラ ー ム の 部 分 解禁 と な り ま す 。 そ れ で 女性 と の 
性 交渉 を 除く 全て の イフ ラー ム に お ける 禁止 事項 - 通常 の 衣服 の 着用 、 香 水 の 使用 、 男 
性 が 頭 を 績 う こと な ど - は この 時 点 で 解除 され ます 。 イフ ラー ム の 部 分 解禁 は 、 例え 剃 








28 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5558) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1966)。 文章 は ムスリム の も の 。 
29 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1728) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1302)。 文章 は ムスリム の も の 。 
6 











髪 や 頭髪 を 切る こと や 犠牲 の 層 殺 を 終え を てい なく て も 、 ア ルケ テア み パ の ジィ バス ヲ 80 へ の 
投石 さえ 行え ば 達成 され ます 。 但 し 犠牲 用 の 家畜 を 連れ て いる 場合 は 、 そ れ を 層 ら な い 
限り 、 投 石 を し て も イフ ラー ム の 部 分 解禁 は 成 さ れ ま せん 3 








イマ ー ム は イー ド の 日 - ズー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 10 日 - の 午前 中 に 、 ハ ッ ジ の 行事 に 
つい て 人 々 に 教示 すべ く 、 ジ ャ ムラ ー ト で 説教 する こと が スン ナ で す 。 そ れ か ら 巡 礼 者 
た ち は 衣 服 を 身 に 纏い 、 香 水 を つけ 、 マ ッ カ へ と 向かい ます 。 そ し て ハッ ジ の タワ ー フ 、 
つま り 「 タ ジー ン ・ ア ルケ テア ジ ァ ー タ 92」 あるいは 「 タ ジー ジン ・ ア テッ テ ズ ダァ ア イー ジ 33」 
を 行い ます が 、 そ の 際 「 タ ウー フ ・ ア シル テク が ゥ ー ス 34」 の 最初 の 8 周 に 行っ た よう な 
早足 は し ませ ん 。 














それ か ら タマ ッ ム みみ (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) を し て いる 者 で 
あれ ば 、 ダ ファ ー と マルケ ジグ の 丘 の ダ ア イプ ず に 移行 し ます 。 も し 既に サ ア イ を 行っ て いれ 
ば この 日 に 再び サ ア イ す る 必要 は あり ませ ん が 、 行 っ た 方 が よい で し ょ う *%。 ま た キジ 
ー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進行 する 巡礼 形式 ) ある い は アフ ラー が (ハッ ジ の み を 行 
う 巡礼 形式 ) を 行っ て いる 者 で も 、 も し タワ ー フ ・ ア ル テ ク ドッ ー ム と 一 緒 に サ ア イ を 
済ま せ て いな けれ ば 、 こ こ で サ ア イ を する 必要 が あり ます 。 も し 既に タワ ー フ ・ ア ル テ 
ク ド ゥ ー ム と 共に 済ま せ て いれ ば - それ が より 良い で し ょ う - 、 タ ワー フ ・ ア ル = テ イフ 
ァ ー ダ の 後 は サ ア イ し ませ ん 。 こ うし て 女性 と の 性 交渉 を 含む 、 イ フラ ー ム の 禁止 事 項 
全て が 解禁 と な り ま す 。 こ れ を 「 イ フラ ー ム の 完全 解禁 」 と 呼び ます 。 





























タワ ー フ ・ ア ル テ イ フ ァ ー ダ の 開始 時 期 は : 





30 
ラ 礎 
投石 
31 
イ ンー 
ニ イ 
ム の 
32 


が ミ 
33 


34 


訳者 注 ・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 
12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ルテニア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 
する こと に な っ て いま す 。 

訳者 注 : この 見 解 は マー リク 学派 と 1 部 の ハン バリ ー 学 派 の も の で す 。 ハ ナ フ ィ ー 学 派 と シャ ー フ ィ 
学派 、 ハ ン バ リ ー 学 派 の 主流 で は ① ゆ アル テア カバ へ の 投石 、② 散 髪 あ る い は 剃髪 、③ タ ワー フ ・ ア ル 
ファ ー ダ の 8 つの 内 の 2 つ を 終了 し た 時 点 で (ハッ ジ の サ ア イ を 行っ て いる こと を 条件 に )、 イ フラ ー 
部 分 解禁 は 達成 され ます 。 
訳者 注 ・「 イ ファ ー ダ 」 と いう アラ ビア 語 に は 「 押 し 寄せ る 」 と いう 意味 が あり ます が 、 こ れ は 巡礼 者 
ナー か ら マ ッ カ へ と 、 こ の タワ ー フ の た め に 一 斉 に 押し 寄せ て 来る こと に その 名 称 の 由来 が ある と 言 
































注 ・「 ズ ィ ヤ ー ラ 」 と は アラ ビア 語 で 「 訪 問 」 と い 2 う 意味 で す が 、 こ こ で は 巡礼 者 が この タワ ー フ 
ナー か ら マ ッ カ へ と 訪れ る こと を 表し て いる と 言わ れ ま す 。 
訳者 注 : キラ ー ン 、 あ る い は イフ ラー ド の ハッ ジ を する 者 が マッ カ に 到着 し た 際 に 行う タワ ー フ の こ 





と 。 根 幹 的 行為 で も 義務 行為 で も な く 、 ス ン ナ で す 。 
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訳者 注 ・「 サ アイ 」 と は 、「 サ ファ ー と マル ワ の 丘 」 の 間 を 「 サ ファ ー の 丘 」 か ら 始 め て 8 往復 半 す る 
で 、 ハ ッ ジ と ウム ラ の 根幹 的 行為 の 内 の 1 つ で す 。 

訳者 注 : これ は ハン バリ ー 学 派 の 一 部 と イブ ン ・ タ イミ ー ヤ の 見 解 で あり 、 他 の 4 大 法学 派 の 多勢 の 
で は 、 タ マッ トッ を 行う 者 は ウム ラ の た め の サ アイ と ハッ ジ の た め の サ アイ を 行わ な けれ ば な ら な い 
て いま す 。 











2 


イー ド の 日 - ズー・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 10 日 目 - の 夜 \ の 大 半 が 過ぎ て か ら 行 うこ と が 出 
来 ま す が 、 日 中 に 行っ た 方 が より 良い で し ょ う 。 その 日 以降 に 遅らせ る こと も 出来 ます が 、 
正当 な 理由 が な い 限 り ズ ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 中 に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 














それ か ら ミ ナー へ と 戻り 、 そ こ で ズ フ ル (正午 過ぎ の 礼拝 ) を 行い ます 。 そ し て そこ で 
イー ド の 且 の 残り と 。 デ イカ ーー アッ テグ シェ ノー ク 99 を 人 過ごし ます 。 アア イアー ス 
デ ッ テ タタ シュ グー ク の 18 日 目 の 滞在 は 義務 で は あり ませ ん が 、 完 遂 し た 方 が 良い で し 
ょ う 。 ま た 、 も し アア アー ス ・ デ ッ テ タ シュ グー グ に お いて ミナ ー で 夜 の 大 半 を 過ごす 
こと が 困難 な よう な ら 、 毎 晩 少し だ け で も 良い の で 夜 の 一 部 - 前 半 、 中 盤 、 後 半 に 関わ 
ら ず と を ミサ ナー で 過 ご すず よう に し ます また グイ チー スス ・ デ シッ ラク シラ ケーク で は 委 月 
5 度 の 義務 の 礼拝 を 集団 で 、 規 定時 間 通 り に 行い ます 。 そ の 際 各 礼拝 は 短縮 39 し て 行い 
ます が 、 ジ チア ろ と の は し ま せん 。 礼拝 は マス ジ ど が ャ アル ー ハ アジ" で 行う こと が 旦 ま し 
い の で す が 、 ます 2 に の の 生け だ で 
せん 。 デ グ ア ア ー ス る ・ デ ッ テ タ シュ グー ク グ の 間 は 、 毎 日 正午 過ぎ に 8 本 の ジャス ラー トム 
に 投石 し ます 。 









































ジャ ムラ ー ト に は 可能 な 限り 、 徒 歩 で 赴く こと が スン ナ で す 。 ズ ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 
11 日 目 は 正午 過ぎ に 最初 の ジャ ムラ (最小 の も の ) へ と 向かい 、7 つの 小 右 を 連続 し て 
投石 し ます 。 投石 の 際 に は 右腕 を 高く 上 げ て 投げ 、 石 を 投げ る 度 に 「 デ ッ テ ー ン ・ ア グ ク 
ン シ 298」 と 唱え ます 。 ま た キ ブ ラ の 方 角 (カアバ 神殿 の 方 角 ) に 向かっ て 行う こと が 思 
まし いと され ます 。 そ し て 投石 が 終了 し た ら 前 方 に 少し 進み 出 て 、 ジ ャ ムラ か らい くら 
か 右側 に 立ち 、 キ ブラ に 向かっ て 両手 を 上 げ つ つ 長 い ド ゥ アー (祈願 ) - 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は クル アー ン の 雌牛 章 を 読み 終え る 位 の 長 さ の ドゥ ア 
し だ 人 伝 二 ら れ て いま や を ます) 
































それ か ら 中 位 の ジャ ムラ へ と 赴き ます 。 そし て 同様 に 右腕 を 高く 上 げ つ つ 7 個 の 小石 を 
投げ 、 石 を 投げ る 度 に 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 唱え ます 。 そ れ か ら 前 方 左側 へ と 進 
み 出 て 、 キ ブラ に 向かっ て 両手 を 上 げ つ つ 長 い ド ゥ アー ( 研 願 ) - 最初 の 時 より は 短め 
0 を し ます 。 











は 通常 
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ここ で は アラ ファ に 立っ た 後 、 ム 
と 、 イ ー ド の 日 の 前 の 晩 の こと で 














訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 は 1 日 の 始ま り が 日 没 と 共に 始ま 
妥 


り ま す の 
ァ で 過ごす 日 の 夜 の こと を 示し て いま す 。 西暦 的 感覚 か 
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者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 11, 12, 13 日 の 3 日 間 の こと 。 

訳者 注 : 4 ラク ア の 礼拝 を 2 ラク ア に 短 緒 する と いう こと で す 。 ゆ え に マ グリ ブ と ファ ジュ ル の 礼拝 
常 通 り に 行い ます 。 

訳者 注 : 時 間 帯 が 互い に 隣接 し た 2 つの 礼拝 を 、 ど ちら か 一 方 の 礼拝 の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと 。 
訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 お が あり ます よう ) が ミナ ー 滞 在 中 に 礼拝 





























を 行っ た モス ク で 、 彼 以前 に も 70 名 の 預言 者 が そこ で 礼拝 を し た と い う 伝 承 が 残っ て いま す 。 ミ ナー の 南 


部 、 
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に 最 
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め の 





最小 の ジャ ムラ 近く に 位置 し て いま す 。 

訳者 注 : マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 10 日 
大 の 柱 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 投石 する こと に な っ て いま す 。 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 革 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
言葉 。 
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そし て アルテ アデ タバ め ジィ スラ - 最大 の ジャ ムラ - へ と 移行 し ます 。 マッカ を 自分 の 左 
手 に 、 ミ ナー を 右手 に し た 位置 か ら 投 石 す る の が スン ナ で 、 や は り 7 個 の 小石 を 同様 の 
形 で 投げ ます 。 和尚 投石 後 の ド ゥ ッ アー は あり ませ ん 。 こ うし て 計 21 個 の 小石 を 投石 し た 
こと に な り ま す 。 ミ ナー で 和 宿泊 出来 な い 正当 な 理由 が ある 者 は 、2 日 分 の 投石 を 1 日 に 
まとめ て 、 あ る い は アデ アー ス ・ デ ッ テ タ シュ グー ク の 最終 日 に まとめ て 行う こと が 可 
能 で す 。 ま た 夜間 に 投石 し て も 問題 は あり ませ ん 。 























デア アー ス ・ デ ッ テ タ シュ グー ク の 2 日 目 - ズー・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 19 日 目 - も 初日 
と 同様 、 正 午 過 ぎ に 8 本 の ジャ ムラ ー ト に 投石 し ます 。 





ミナ ー を 早く 立ち 去り た い 場 合 は 、 ア アーム ス ・ ア ッ テ タ シュ グー ク グ 92 日 目 の 日 没 前 に 
ミナ ー を 出発 し な けれ ば な り ま せん 。 も し 遅れ て し まっ た ら 、8 日 目 の 正 午 過 ぎ に も ま 
た 38 本 の ジャ ムラ ー ト に 投石 する 義務 が 生じ ます - そし て ミナ ー で アア イー ス る ・ デ ッ テ 
シュ クーク グ の 3 日 目 を 過ごす こと は スン ナ で す -。 女性 は 男性 と 同じ よう に これ ら の 
行 を 遂行 し ます 。 こ うし て 巡礼 者 は 、 ハ ッ ジ の 諸 行 を 終え た こと に な り ま す 。 




















預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 行っ た ハッ ジ は 、「 別 れ の ハッ ジ 」 た 
だ 1 度 き り で し た 。 彼 は そこ に お いて ハッ ジ の 行 を 完遂 し 、 人 々 を アッ ラー へ と いざ な 
い 、 ま た 彼 の ウン マ (共同 体 ) に も 人 々 を アッ ラー へ と いざ な う 義 務 を 課 し まし た 。 そ 
し て アラ ファ に お いて イス ラー ム の 教え は 完結 し 、 イ ー ド の 日 に は 彼 の ウン マ に 「 こ こ 
に 居合 わせ た 者 は 、 こ こ に いな い 者 に (私 が ここ で 伝え た こと を ) 伝え る の だ 」( ア ル 
テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) と いう 宗教 義務 を 課 し た の で す 。 








ハッ ジ の 完遂 後 、 サ テー (礼拝 ) や サク ス ( 斎 戒 ) な ど 他 の イ バ ー ダ (崇拝 行為 ) を 終 
えた 時 と 同様 に 、 服従 行為 の 遂行 を 実現 させ て 下さ っ た 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー を ズ 
ィ ク ル ( 念 唱 ) し 、 ま た 義務 の 遂行 を 容易 に し て 下さ っ た か れ を 讃え 、 か つ 「 ハ ッ ジ の 
義務 を 果たし た ん だ ぞ 」 な ど と いう 思い 上 が りや 、 イ バー ダ を 完全 な 形 で 終え た な ど と 
いう 葵 違い を する こと な く 、 自 分 の 至ら な さ に 関し て か れ に 罪 の 赦し を を うこ と が 求め 
られ ます 。 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て 諸 行 を 完遂 し た ら 、 あ な た 方 
が 父親 の こと を ズ ィ ク ル (想念 ) する よう に 、 あ る い は それ 以上 の 強 さ で も っ て アッ ラ 
ー を ズ ィ ク ル す る の だ 。 (クルアーン 2 : 200) 











それ か ら アア アース ・ デ ッ テ タ シュ グー ク グ の 8 日 目 - ズー・ ア デル テヒ ッ ジ ャ 18 日 目 - 
の 正午 過ぎ に 例 の よう に 投石 し た 後 、 ミ ナー を 立ち 去り ます 。 そ の 際 も し 可能 な ら アル 
テア デ プ タ 5 に 立ち 寄り 、 そ こ で ズ フ ル と アス ル と マグ リブ と イシ ャ ー の 礼拝 を 行い 、 
夜 の 一 部 分 を 過ごす こと が スン ナ で す 。 








44 
45 


サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (67) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1679)。 文 章 は アル テーブ ハー リー の も の 。 
訳者 注 : マッカ と ミナ ー の 間 に あ る 場所 の 名 前 で す 。 
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@⑯ そし て マッ カ へ と 向かい 、 マ ッ カ の 居住 民 と 月 経 中 ある い は 産後 の 出血 の ある 女性 以外 
の 者 は ワー フ ・ ア ルー クダ ー ァ %⑯ を 行い ます 。 タワ ー フ ・ ア ル ニ ワ ダー ア を 終え た ら 、 
各自 マッ カ を 立ち 去り ます 。 そ の 際 に 、 ゲ スゲ ス の 災 7 を 携帯 し て 持っ て 行く の も よい 
Ob 








イブ ン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ 人 々 は 最後 の 任務 と し て 、 カ アバ 神殿 
(の タワ ー フ ) を 命じ られ た 。 但し 月 経 中 の 女性 に は それ が 免除 され て いる 。"」( ア ル テ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 3) 








46 訳者 注 : 巡礼 を 終え と て マッ カ を 立ち 去る 直前 に 行う タワ ー フ の こと で す 。 ハ ッ ジ に ける 義務 行為 の 1 
つ に 数 えら れ ま す 。 
47 訳者 注 : カアバ 神殿 東方 約 20m の 地点 に 、 そ の 泉 が あり ます 。 イ ブラ ー ヒ ー ム の 女 奴 隷 で も っ た ハー 
ジャ ル が 不毛 の 地 で あっ た マッ カ に 置き 去り に され た 時 、 乳 飲み 子 の イス マー イー ル を 抱え て サフ ァ ー と 
マル ワ の 間 を 糧 を 求め て 大 走 し た 際 、 大 天使 ど ブ リー ル が 舞い 隆 り て その 羽 で 地面 を 打ち 、 ザ ム ザ ム の 朱 
を 沸き 出 た せ た と 伝え られ て いま す 。 
48 サ ヒ ビーフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (1755) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1328)。 
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